
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

���

���

ヤマモト薬局 

漢方相談室　　� 

温灸指導員 
薬剤師　山本昌恵 

大阪市大正区泉尾4-13-1 
�０１２０-８０１-４５３ 
TEL&FAX０６-６５５４-１９２３ 
http://www.herusuyamamoto.com/ 
営業時間 9:30～19:00（日祝休）（祝日の予約可） 

ローソン 
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セブン 
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●ライフ 

至 
大正駅 

泉尾商店街 阪神高速17号 
西大阪線 

ヤマモト薬局 

１７３ 

43

アトピーからの解放� 
　皮膚は内臓の鏡、外から塗
るより体の中を変える事が大
切なのです。アトピーになっ
ても成長すれば治ると、昔か
ら言われてきましたが今では
難治化して、一旦治まったか
に見えても成人して又出てく
る人が多い。ステロイド剤の
副作用やストレス、食生活の
乱れで体の中には良くない物
（毒素）が溜まっています。
解毒の漢方やお茶、漢方食品、

温灸。一人ひとりにあった物をアドバイスさせてもらってい
ます。 
　今まで何をやってもだめだったという人の多くが改善し、「早
く相談すれば良かった。」「長期にわたるステロイド使用で
皮膚が黒ずんでいたのが、見違えるようになった。」ヤマモ
ト薬局ではアトピー性皮膚炎や頑固な湿疹、ニキビ、掌蹠膿
疱症でお悩みの多くの方から喜びの声が寄せられます。赤ちゃ
んから飲めるというので安心です。 
　同薬局では婦人病、不妊症、痛みでお悩みの方からも喜び
の声が！お悩みの方まずはお電話で相談してみては？ 

《喜んでいただける出合いをお世話いたします》 

良 縁 
　
無
料
で
す 

★
ご
相
談 

 

�072（293）1323
泉ヶ丘中央支部 

＜泉ヶ丘駅すぐ＞堺市南区若松台1丁1番1-206

三浦喜久江 

電車、バス、タクシーに便利な安心の店 

金剛駅西口前 
�072-366-9360

金剛名物 
ろばたの 

炉ばた亭やまだ＆スナックアリエスのタッグ企画 
�1次会は「やまだ」で食べて飲んで2時間 
�2次会はキレイどころの「アリエス」で 
　　　唄い放題！飲み放題！2時間 
お一人様10,000円を8,000円！ 
※6名様以上でご予約下さい（月～木曜限定） 

大サービス 
1300年の名刹 

日蓮宗 
堺市南区富蔵380�072-297-2153 

�泉ヶ丘駅より「畑」行バス「妙見下」下車すぐ　 
　又は「槙塚台回り」で「逆瀬川口」下車徒歩15分 

水子・人形供養・厄除 
安産・腹帯・車祓い 

上神谷の 妙見さん 

心  身 
ともに柔軟性を身につけて、質のよい生き方を学びましょう� 

ヨーガ教室 
　　　　1回500円 

サンシャインステンドグラス工房その他お問合せは�０７２ー２９１ー３３５１（宇佐美）へ 

精神の健康と質のよい生き方を� 
�和泉シティプラザ 
　毎月第1・3�10時～ 
�御池台自治会館 
　毎月第2・4�10時～ 
�1回500円 
◎ヨーガニケタン泉北教室 

ステンドグラス教室 
体験講座 

�講習料　1回500円（材料費別） 
�サンシャインステンドグラス工房 
　（堺市南区御池台3丁35-10） 
　　金・土曜　10～4時 
�和泉シティプラザ 
　　5月10・24日�　1～5時 
�ご予約ください 

講　師　宇佐美フサ 

■ホームタウンのHP「マイペットコーナー」可愛い犬、猫、鳥…�http://www.hometown�e.co.jp/

少女サッカー『ヴィスポさやま』
男
の
コ
に
な
ん
か
負
け
ヘ
ン

で
！

５
月
の
全
国
大
会
予

選
に
向
け
て
、
汗
ビ
ッ
シ
ョ
リ

で
ボ
ー
ル
を
追
っ
か
け
て
る
の

が
、
女
の
コ
ば
か
り
の
狭
山
の

サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
『
ヴ
ィ
ス
ポ

さ
や
ま
』
。
「
シ
ュ
ー
ト
が
キ

マ
ッ
た
瞬
間
は
、
も
う
サ
イ
コ

ー
に
幸
せ
！
」

ヴ
ィ
ス
ポ
は
イ
タ
リ
ア
語
で

元
気
な
、
と
い
う
意
味
。
そ
の

名
の
と
お
り
、
グ
ラ
ン
ド
を
駆

け
回
る
姿
は
男
の
コ
顔
負
け
の

�
元
気
印
�
ば
か
り
だ
。
発
足

し
て
ま
だ
３
年
目
と
い
う
新
顔

な
が
ら
、
去
年
は
関
西
予
選
で

ベ
ス
ト
８
に
残
っ
た
と
い
う
か

ら
実
力
は
な
か
な
か
の
も
の
。

小
学
１
年
か
ら
中
学
ま
で
３３

人
、
１０
歳
近
い
ト
シ
の
差
を
越

え
て
「
メ
ッ
チ
ャ
仲
よ
し
！
」

と
い
う
の
が
、
中
３
の
鵜
飼
さ

ん
。「
こ
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、

今
度
こ
そ
全
国
に
行
き
た
い

！
」
と
ヤ
ル
気
満
々
。
い
つ
か

こ
こ
か
ら
�
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ

ン
�
の
メ
ン
バ
ー
が
出
る
の
か

な
？

堺
市
近
郊
で
野
鳥
観
察
を
続

け
て
い
る
『
堺
野
鳥
の
会
』
が
、

創
立
１０
周
年
を
記
念
し
て
こ
の

ほ
ど
『
鳥
類
目
録
２
０
０
０
年

〜
２
０
０
５
年
』
を
発
行
し
た
。

会
員
が
観
察
・
調
査
し
た
記
録

を
５
年
ご
と
に
集
約
。
バ
ー
ド

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
地
図
に
は
観

察
ポ
イ
ン
ト
や
歩
行
ル
ー
ト
も

記
し
て
い
る
。

府
内
に
は
約
３５０
種
の
野
鳥
が

お
り
、
別
所
や
光
明
池
、
陶
器

山
周
辺
な
ど
１３
箇
所
の
定
例
観

察
地
で
１７４
羽
の
野
鳥
を
確
認
。

ひ
ば
り
の
巣
が
壊
れ
て
い
た
な

ど
、
散
歩
中
見
か
け
た
ち
ょ
っ

と
し
た
情
報
も
「
積
み
重
な
る

と
重
要
な
デ
ー
タ
に
」
と
同
会

横
島
さ
ん
。

ま
た
、
同
会
は
環
境
保
護
活

動
に
も
熱
心
。
自
然
豊
か
な
環

境
に
戻
せ
ば
野
鳥
や
虫
達
は
戻

っ
て
く
る
。
「
何
年
か
先
の
子

供
達
の
た
め
の
活
動
で
す
」
と

代
表
の
清
水
さ
ん
。
Ａ
４
版
１１８

ペ
ー
ジ
、
１
５
０
０
円
▽
同
会

清
水
さ
ん
�
堺（
２９９
）１
７
７
９

〔
４
月
１４
日

桧
尾
〕

鴨

谷
台
先
の
高
橋
南
交
差
点
角
で

『
お
花
畑
コ
ン
サ
ー
ト
』
が
開

か
れ
た
。
菜
の
花
真
っ
盛
り
の

中
、
ベ
ニ
ヤ
板
を
敷
い
た
舞
台

と
木
製
長
い
す
を
並
べ
て
手
づ

く
り
感
い
っ
ぱ
い
。
地
元
住
民

た
ち
が
次
々
出
演
し
て
、
楽
し

い
春
の
日
を
過
ご
し
た
。

有
志
の
女
性
達
が
コ
ー
ラ
ス

や
南
京
玉
す
だ
れ
な
ど
、
ま
た

中
学
生
が
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

を
披
露
。
最
後
は
舞
台
の
コ
ー

ラ
ス
隊
に
観
客
も
飛
び
入
り
参

加
し
、
『
故
郷
』
や
『
学
生
時

代
』
な
ど
の
唱
歌
を
大
合
唱
。

「
お
花
の
中
で
歌
う
と
気
持
ち

え
え
わ
」
と
盛
り
上
が
っ
た
。

舞
台
の
バ
ッ
ク
に
は
世
話
役

の
桧
本
隆
さ
ん
が
『
晴
れ
や
か

に
人
生
の
舞
を
』と
描
き
、「
特

に
�
団
塊
の
世
代
�
の
皆
さ
ん
、

張
り
切
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う

！
」
と
。
お
み
や
げ
に
春
の
花

の
鉢
を
手
渡
さ
れ「
う
ち
も�
み

な
み
花
咲
く
庭
作
り
�
す
る
わ

ね
」
と
嬉
し
そ
う
。

花畑にベニアの舞台

５
年
の
観
察
記
録
３５０
種

「
ヤ
ッ
タ
！
ソ
ウ
ル
へ
の
往

復
航
空
券
や
あ
！
」
―
３
月
２４

日
、
神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
会
館
で
行

わ
れ
た
「
韓
国
語
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト
」
初
級
の
部
で
見
事
、

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
の
が
帝
塚

山
学
院
泉
ヶ
丘
高
等
学
校
３
年

の
梶
本
恵
里
奈
さ
ん
。
ず
っ
と

文
通
し
て
い
る
韓
国
の
ペ
ン
パ

ル
に
「
こ
の
チ
ケ
ッ
ト
で
絶
対

会
い
に
行
く
か
ら
ね
！
」
と
さ

っ
そ
く
メ
ー
ル
を
。

第
２
外
国
語
に
韓
国
語
を
選

択
し
て
以
来
、
そ
の
オ
モ
シ
ロ

さ
に
す
っ
か
り
ハ
マ
っ
て
し
ま

っ
た
梶
本
さ
ん
。
今
回
友
達
の

推
薦
で
学
校
代
表
に
決
ま
り
、

ま
ず
テ
ー
プ
審
査
に
合
格
。
そ

れ
か
ら
は
通
学
の
電
車
の
中
で

も
、
ひ
た
す
ら
原
稿
と
に
ら
め

っ
こ
。
で
も
「
韓
国
語
大
好
き

！
」
と
い
う
だ
け
あ
っ
て
、
毎

日
続
い
た
先
生
と
の
電
話
で
の

発
音
チ
ェ
ッ
ク
も
「
楽
し
か
っ

た
」
と
余
裕
、
余
裕
。

い
よ
い
よ
当
日
。
「
け
ど
行

っ
て
み
た
ら
、
緊
張
で
頭
が
真

っ
白
。
も
う
ヤ
バ
イ
っ
て
思
っ

た
…
」
。
途
中
一
瞬
の
沈
黙
は

あ
っ
た
も
の
の
、
見
事
に
立
ち

直
り
研
修
旅
行
で
行
っ
た
韓
国

の
思
い
出
や
、
未
来
へ
の
想
い

を
熱
く
語
っ
て
会
場
は
大
き
な

拍
手
。
「
い
つ
か
グ
ラ
ン
ド
ホ

ス
テ
ス
み
た
い
に
、
英
語
と
韓

国
語
ど
っ
ち
も
生
か
せ
る
仕
事

に
つ
き
た
い
な
」
。
こ
れ
で
２

年
連
続
、
同
校
の
生
徒
が
最
優

秀
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
に
な
る
。

帝塚山泉ヶ丘高

梶本恵里奈さん 最
優
秀
で
韓
国
旅
行
ゲ
ッ
ト
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